北東アジア研究交流ネットワーク会員：楊広平
プロファイル：

1997年－2001年　早稲田大学法学部（学士）

2001年－2006年　一橋大学法学研究科（修士・博士）
2006年－現在　　中国・南開大学法学部（準教授）

　　　　　　　　　南開大学北東アジア財政法研究センター（主任）

専門分野：

租税法・財政法

学会活動：

中国財税法学会（理事）、中国財税教育学会（理事）、日本アジア政経学会（会員）

日本現代中国学会（会員）、北東アジア研究交流ネットワーク（会員）

南開大学北東アジア財政法研究センター

設立日：

2007年6月5日

設立主旨：

南開大学北東アジア財政法研究センターの設立主旨は、北東アジア地域（主に中国、日本、韓国を中心に）における各国の財政及び租税分野の法制度と法理論を研究し、当該地域の各大学、研究機構、学術団体との交流を深めることである。

研究テーマ：

2008年度：北東アジア地域経済一体化における租税協力メカニズムの確立
　　　　　 租税法制度（両国間から多国間における二重課税回避の租税条約）

　　　　　 税務執行（情報交換、協調プロセスと方法）

　　　　　 紛争解決（租税紛争の調和機構・仲裁機構）

研究活動：

2007年6月：日本の納税申告制度について
　　　　　　  講演者：水野忠恒教授（日本租税法学会会長）

　　　　　　　場　所：南開大学学術センター（模擬法廷）

　　　　　　　　　　　北京大学財政法研究センター

